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お 知 ら せ

■同時発表先：合同庁舎記者クラブ、中国地方建設記者クラブ、広島県政記者クラブ

記者発表資料 令和５年５月２６日

「水源靈域・比和ゆめ街道」が夢街道ルネサンスに
認定されました。
その認定証の授与式が開催されます。

○夢街道ルネサンスは、歴史や文化を今に伝える中国地方の街道を｢夢

街道ルネサンス認定地区｣として認定しています。

○今回５１番目の地区として、「水源靈域・比和ゆめ街道（広島県庄原

市比和地区）」が新規認定され、下記日程で認定証授与式が開催され

ます。

○令和４年度「夢街道ルネサンス」新規認定地区 認定証授与式

・日 時 令和 ５年 ６月 ４日（日）１２：１０～
※当日行われる吾妻山山開き行事などの終了後に開催となりますので、開始時刻が
遅れる場合があります。

・場 所 かさべるで（広島県庄原市比和町比和165-1）

・主 催 夢街道ルネサンス推進会議

○《参考》夢街道ルネサンス推進会議は、中国地方の豊かな歴史･文化･自然を生か

し、地域が主体となって個性ある地域づくりや連携･交流を進め、地域の活性化

を図ります。地域づくりとともに、目的地に向かって移動するだけでない"楽し

みながら巡る"新しい｢街道文化｣の創出を目指します。

※夢街道ルネサンス：http://www.cgr.mlit.go.jp/cgkansen/yumekaidou/pc/index.html

夢街道ルネサンスＨＰ

すいげんれいいき

い も と ひ ろ ゆ き

すいげんれいいき

ひ わ



鉄
が
つ
な
い
だ「
出
雲
」へ
の
道

牛
市
で
栄
え
た
宿
場
町「
比
和
」

比
和
自
治
振
興
区
長
・
比
和
町
郷
土

芸
能
振
興
会
長
の
若
林
隆
志
さ
ん

備
北
と
山
陰
と
の
往
来
が
築
い
た
文
化
や
産
品
が
地
域
の
賑
わ
い
に

備
北
と
山
陰
と
の
往
来
が
築
い
た
文
化
や
産
品
が
地
域
の
賑
わ
い
に

吾
妻
山
の
山
頂
か
ら
比
婆
山
を
望
む
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比
和
は
陰
陽
の
境
界
地
に
位
置
し
、出
雲
と
の

往
来
と
し
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。「
出
雲
国
風
土

記
」に
は「
備
後
国
恵
宗
郡
堺
遊
記
山（
現
・
烏
帽

子
山
）」
が
記
さ
れ
て
お
り
、ま
た
雲
州
と
の
境
に

そ
び
え
る
比
婆
山
に
は
伊
邪
那
美
命
を
祀
る
御

陵
が
あ
り
、古
事
記
に
所
縁
あ
る
地
で
す
。そ
の

当
時
、比
婆
山
か
ら
福
田
頭
の
小
峠
を
経
て
三
河

内
へ
の
古
道
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。三
河
内
の
古

地
名「
神
戸
」は
、韓
鍛
冶
部
に
由
来
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、千
年
以
上
前
か
ら
鉄
業
が
始
ま
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寛
永
 1
0 
年（
16
３３
）広
島
藩
が
定
め
た
道

路
の
制
度
に
よ
っ
て
出
雲
路
の
駅
所
が
比
和
に

設
け
ら
れ
、比
和
は
西
城
往
来
、宮
内
往
来
へ
の

分
岐
点
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
武
器
用
の
鉄
の
需

要
増
大
で
、広
島
・
島
根
の
鉄
生
産
地
は
生
産
に

追
わ
れ
、あ
わ
せ
て
人
も
財
も
中
山
間
地
に
集
ま

す
い
げ
ん
れ
い
い
き
　
ひ
わ
ゆ
め
か
い
ど
う

水
源
靈
域
・
比
和
ゆ
め
街
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度
認
定
 /
 広
島
県
庄
原
市
 

陰
陽
の
歴
史
・
文
化
が
育
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
山
間
の
地
へ

り
ま
し
た
。比
和
の
鉄
は
多
く
が
横
田
越
で
運
ば

れ
ま
し
た
。た
た
ら
製
鉄
用
の
木
炭
製
造
の
た
め
、

ブ
ナ
林
な
ど
が
伐
採
さ
れ
た
吾
妻
山
な
ど
は
牛

の
放
牧
地
に
、鉄
穴
流
し
で
砂
鉄
を
採
っ
た
跡
地

は
流
し
込
み
田
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
牛
の
取
引
は
博
労
が
農
家
の
軒
先
で
行
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
比
和・
森
脇・
三
河
内
で

牛
市
が
開
か
れ
、明
治
 4
３
 年
（
19
10
）統
合
し
、

比
和
の
牛
市
が
始
ま
り
ま
す
。半
夏
市
や
節
季
市

が
開
か
れ
る
比
和
下
町
の
市
場
近
く
の
道
路
沿

い
に
は
博
労
宿
や
露
天
商
が
並
び
賑
わ
い
ま
し

た
。比
和
は
和
牛
改
良
の
さ
き
が
け「
岩
倉
牛
」を

源
流
と
す
る
吾
妻
蔓
な
ど
の
優
秀
な
牛
を
生
み

出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、牛
も
家
族

の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
た
人
々
の
愛
情
は
、伯
耆

国
大
山
社
の
牛
馬
の
守
護
札
を
い
た
だ
く
大
仙

社
詣
で
や
牛
供
養
を
行
う
心
と
重
な
り
ま
す
。

　
流
し
込
み
田
は
ヒ
ゴ
タ
イ
な
ど
の
盆
花
が
咲
く

棚
田
と
な
り
、放
牧
牛
が
過
ご
し
た
吾
妻
山
の
草

原
に
は
ダ
イ
セ
ン
キ
ス
ミ
レ
な
ど
の
高
山
植
物
が

咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。現
在
、賑
わ
い
の
場・
牛
市

場
に
代
わ
り
、比
和
自
然
科
学
博
物
館
が
知
的
探

求
の
場
と
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

伊
邪
那
岐
命
が
比
婆
山
御
陵
に
向
か
い

「
吾
が
妻
よ
」と
呼
び
掛
け
た
神
話
が
あ
る
吾
妻
山
で

和
牛
放
牧
が
行
わ
れ
た

広
島
県
無
形
民
俗
文
化
財「
比
和
牛
供
養
田
植
」は
大
山
信
仰
圏
内
で
行
わ
れ
る
信

仰
と音
楽
と労
働
の
三
要
素
を
含
む
儀
式
田
植
で
す
。起
源
は
 7
00
 年
前
とも
い
わ

れ
、伯
耆
大
山
の
社
人
が
太
鼓
打
ち
の
技
法
を
伝
え
たと
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
背
景

に
は
、長
年
比
和
の
暮
らし
を
培っ
て
き
た
稲
作
・
牛
・
鉄
が
あり
ま
す
。私
た
ち
が

牛
供
養
田
植
を
受
け
継
い
で
い
くこ
と
は
、鉄
穴
流し
が
つ
くり
だし
た
景
観
や
米
、

和
牛
とい
った
比
和
の
地
域
資
源
を
発
信
す
るこ
とで
も
あ
ると
考
え
て
い
ま
す
。

舟
運
で
賑
わ
っ
た
比
和
川
と
比
和
街
道
が
奥
出
雲
に
の
び
る
比
和
の
街
並

ゆ
き

ぼ
に
ば
な

あ
づ
ま
づ
る

い
わ
く
ら
ぎ
ゅ
う

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

ゆ
か
り

ふ
く
だ
が
し
ら

み
つ
が

い
ち

か
ん
べ

か
ら
か
ぬ
ち
べ



●

●
●
●
●

●

●
山
上
さ
ん市
役
所
比
和
支
所

荒
木
家
住
宅吾
妻
山
ロ
ッ
ジ
３６

比
婆
い
ざ
な
み
街
道

出
雲
街
道

比
婆
い
ざ
な
み
街
道

吾
妻
路

西
城
往
来

比 和 総 合 運 動 公 園

グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
吾
妻
路

比
和
の
特
産
市
場

●

比 和 温 泉 あ け ぼ の 荘

宿 場 町 「 比 和 」

比 和 山 八 幡 神 社

三 河 内 の 棚 田

一 本 松 古 墳

比
和
自
然
科
学
博
物
館

森 林 の 学 舎 ・ 比 和

か さ べ る で

昇 竜 の 滝

吾 妻 山
烏
帽
子
山

比
婆
山
御
陵

比
婆
山
伝
説
地

比
婆
山
の
ブ
ナ
純
林

三 つ 子 山
三 つ 子 山 城 跡

ぼ に ば な の 咲 く 丘
長
者
屋

（ 毛 無 山 ）

福 田 頭

井 西 山

●

●
●●
●

●

●

三 ノ 滝
一 ノ 滝 ●

●

●

観 音 滝二 ノ 滝

５８
宮
内
往
来

432

432

広
島
県
庄
原
市
比
和
町

広
島
県
庄
原
市
高
野
町

広 島 県 庄 原 市 西 城 町

❶ ❸❹

❻
❽

❼

❺

❷

吾
妻
山
山
頂
か
ら
奥
出
雲
方
面
を
望
む

昔
は
、た
た
ら
製
鉄
用
の
炭
材
林
の
山「
鉄
山

（
て
つ
ざ
ん
）」
と
さ
れ
、樹
木
を
伐
採
し
た
後
に
、

和
牛
放
牧
が
行
わ
れ
て
い
た
滝
の
山
。

8
7

51 水 源 靈 域 ・ 比 和 ゆ め 街 道 　 庄 原 市広
島

　
　
比
和
ゆ
め
街
道
　
　
　
　
駐
車
場
　
　
　
W
Cト
イ
レ

グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
吾
妻
路
が
あ
る
木

屋
原
は
、そ
の
昔
、鉄
穴
流
し
の
砂

が
堆
積
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。

三
つ
子
山
か
ら
眺
め
る
三
河
内
の
棚

田
。鉄
穴
流
し
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
棚

田
は
、人
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
景
観
で

あ
る
。令
和
４
年
、農
林
水
産
省
の「
つ

な
ぐ
棚
田
遺
産
」に
認
定
。

三
河
内
で
は
ヒ
ゴ
タ
イ
を
、

昔
か
ら「
盆
花（
ぼ
に
ば

な
）」
と
し
て
オ
ミ
ナ
エ
シ

や
ワ
レ
モ
コ
ウ
な
ど
と
一

緒
に
お
墓
へ
手
向
け
た
。

交
通
●

比
和
自
然
科
学
博
物
館
ま
で

松
江
自
動
車
道
高
野
 IC
 か
ら
20
 分

中
国
自
動
車
道
庄
原
 IC
 か
ら
30
 分

路
線
バ
ス
 :「
比
和
バ
イ
パ
ス
」下
車

お
問
い
合
わ
せ
●

比
和
自
治
振
興
区
 

☎
08
24
-8
5-
26
00

Information

❶
  吾
妻
山

❷
  グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
吾
妻
路

❸
  三
河
内
の
棚
田

❹
  ぼ
に
ば
な
の
咲
く
丘

❺
  福
田
頭

❻
  比
和
自
然
科
学
博
物
館

❼
  比
和
温
泉
施
設
あ
け
ぼ
の
荘

❽
  自
然
と
や
す
ら
ぎ
の
里
宿
泊

    
   研
修
施
設
か
さ
べ
る
で

ぶ
ら
り
歩
い
て
み
よ
う

オ
ス
ス
メ
周
辺
情
報

比
和
自
然
科
学
博
物
館

三
河
内
の
棚
田

比
和
温
泉
施
設
　
あ
け
ぼ
の
荘

宿
泊
研
修
施
設
　
か
さ
べ
る
で

庄
原
市
立
比
和
自
然
科
学
博
物
館

み
ん
な
が
集
ま
る
交
流
施
設

国
定
公
園
吾
妻
山

庄
原
市
比
和
温
泉
施
設
あ
け
ぼ
の
荘

庄
原
市
自
然
と
や
す
ら
ぎ
の
里

宿
泊
研
修
施
設
　
か
さ
べ
る
で

比
和
山
八
幡
神
社
の
例
祭

春
か
ら
夏
、秋
と
希
少
植
物
が
多
く
見
ら

れ
る
吾
妻
山
で
は
、草
花
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が

開
催
さ
れ
る
。

棚
田
で
作
ら
れ
た
米
と
と

も
に
、比
和
の
蕎
麦
は
山

間
の
誇
ら
し
い
特
産
物
品

で
あ
る
。

広
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定「
比
和
牛
供
養
田
植
」は
、比
和
町
郷

土
芸
能
振
興
会
が
中
心
と
な
っ
て
 4
 年
毎
に
開
催
さ
れ
る
。

吾
妻
山
の
山
開
き
で
は
神
事
の

後
、比
婆
斎
庭
神
楽
が
奉
納
さ

れ
る
。

庄
原
市
立
比
和
自
然
科
学
博
物
館
は
広
島
県
で
唯
一
の
自
然
史
系
博
物
館
。中

国
山
地
の
自
然
を
テ
ー
マ
に
、ブ
ナ
林
と
た
た
ら
製
鉄
、和
牛
改
良
の
さ
き
が
け

「
岩
倉
牛
」の
歴
史
、日
本
で
は
研
究
例
の
少
な
い
モ
グ
ラ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、ク
ジ

ラ
類
の
化
石
を
展
示
。街
道
資
源
の
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
あ
る
。

❶
❶ ❷

❸

❹
❺

❻

❽
❼

比
和
自
然
科
学
博
物
館

〒
72
7-
03
01

広
島
県
庄
原
市
比
和
町
比
和
11
19
番
地
1

電
話
:0
82
4-
85
-3
00
5

イ
ベ
ン
ト・
活
動

高
野
町

三
次
市

比
和
町

フ ォ レ ス ト 君 田松 江 自 動 車 道

リ ス ト ア

ス テ ー シ ョ ン

庄
原
市

広
島
県

三
次
東
IC

口
和
IC

庄
原
IC

高
野
C

た
か
の

中
国
自
動
車
道

芸
備
線

三
次
IC

18
4

43
2

31
4

比
和
ゆ
め
街
道

庄
原
市

た
か
の
約
17
km

街
道
東
城
路
P1
09

リ ス ト ア ス テ ー シ ョ ン 約 31 ㎞

た
た
ら
歴
史
街
道・

吉
田
町
と
鉄
師
田
部
家
P6
9


